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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

地域や社会全体で子育てを支援し、未来を担う子どもたちを安心して産み育
てることができる環境が整っている。      

施策の目指す姿

子育て支援の状況に対する市民満足度

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

子ども課 企画政策課
市民健康センター

関係課主管課

●核家族化の進行や、地域のつながりの希薄
化などにより、家庭や地域の子育て力が低
下し、子育てに対する不安や悩みを抱える
家庭が増加しています。
●安全・安心な子どもの居場所の確保や充実
に向けた取組みへの期待が高くなっていま
す。
●核家族化や共働き世帯の増加、就労形態の
多様化が進み、子育てと仕事が両立できる
環境が求められています。また、人格形成
の基礎を培う幼児期に質の高い幼児教育が
提供されることが重要となっています。
●子どもの貧困対策について、全ての子ども
が等しく幼児教育・保育が受けられ、安定
した生活を送ることができるよう、保護者
への相談対応や就労支援、経済支援の充実
が求められています。
●合計特殊出生率は回復傾向にありますが、
人口の自然動態の減少が続いています。

●すべての子どもの健やかな育ちを切れ目な
く支援するための体制や経済的支援の充実
を図ります。
●児童館をはじめとする子育て支援拠点の事
業や地域全体で子どもを育む環境づくりの
推進により、安全・安心な子どもの居場所
を確保します。
●幼児教育・保育の提供体制を確保し、子育
てと仕事が両立できる環境づくりを推進す
るとともに、幼児教育の質の向上に向けて
関係機関が連携して取り組みます。
●本市独自の子育て支援を推進するとともに、
経済的困難を抱える家庭への支援を充実す
ることで、生まれ育った環境に左右される
ことなく、すべての子どもが健やかに育ち、
学び、安全・安心に暮らすことができるよ
うに努めます。
●個人の価値観を尊重しながら、関係機関と
連携して市民の出会いや結婚、家族形成の
希望をサポートします。  

1 子育て支援の充実

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 未来を創る子どもを

応援するまちづくり

指　標　名

80%75.5%

（R7）
目標値

（R1）
現状値



29

ひ
と
が
元
気

１　
子
育
て
支
援
の
充
実

   

施策の個別計画・関連する計画

基本施策の内容

滑川市子ども・子育て支援事業計画

滑川市教育大綱、滑川市男女共同参画計画関連する計画

個 別 計 画

切れ目ない子育て支援・相談体制の充実

（主な取組み）

①総合戦略（1）
指　標　名

子育ての悩みを感じた時に相談先を知っているなど
何らかの解決方法を把握している親の割合 83.2% 90%

●子ども未来サポートセンターを中心として、母子保健事業や子育て支援事業に係る関係機関や地
域との連携強化を図り、妊娠・出産・子育て期にわたる切れ目ない支援体制の推進を図ります。
●全ての妊産婦等が安心して妊娠・出産・子育てができ、子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実
を図ります。
●妊娠期から就学時までの健康診査及び子どもの発育・発達や子育てに関する相談・支援事業の充
実を図ります。
●子どもの発達、児童虐待、ひとり親家庭の自立等に関して相談・支援を行うとともに、支援が必
要な子どもや家庭の早期発見に努めます。
●虐待を受けている子どもをはじめとする要保護児童の早期発見と適切な保護を図るため、要保護
児童対策地域協議会の充実を図り、関係機関との情報共有や支援体制の強化に取り組みます。
●妊産婦と高校生までの子どもを対象にした医療費助成により、子育て世帯の負担軽減を図ります。
●国による幼児教育・保育の無償化と併せて、第２子以降保育料無料化やインフルエンザ接種費用
助成等、本市独自の支援を行い、子育てに係る負担軽減を図ります。

子どもの居場所づくり

（主な取組み）

①総合戦略（2）
指　標　名

放課後児童クラブ数 10クラブ 11クラブ
放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の一体型の
実施校数 1校/７校 ４校 /７校

●放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の一体的な実施を推進し、事業内容の充実を図ります。
●地域と学校が連携・協働し、地域全体で子どもたちの成長を支える地域学校協働活動を推進します。
●児童館をはじめ、子育て支援拠点施設等における事業の充実を図ります。

幼児教育・保育の提供体制の確保と充実

（主な取組み）

①総合戦略（3）
指　標　名

待機児童数 ０人/年 ０人 /年

延長保育等実施箇所数 15園
（全園） （全園）

15園

●多様な働き方やニーズに合わせて、保護者が教育・保育サービスを選択できるよう提供体制の確
保を図ります。
●教育・保育施設の整備や運営に係る費用を助成し、環境整備やサービスの充実を図ります。
●研修会の受講や資格の取得を奨励し、幼稚園教諭・保育士等の資質向上を図ります。

（R7）（R1）
現状値 目標値

（R7）（R2）
現状値 目標値

（R7）（R1）
現状値 目標値
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経済的困難を抱える家庭への支援

（主な取組み）

（4）
指　標　名

母子・父子自立支援員 相談対応件数 206件/年 250件 /年

●問題の深刻化を未然に防ぐため初期段階から相談しやすい環境や体制を整備し、予防的支援や早
期発見に取り組みます。
●ひとり親家庭の子どもに対する学習支援等を充実させ、学習機会の確保に取り組みます。
●ひとり親家庭等の育児を支援するため、時間外保育や休日保育、病後児保育の確保や充実に取り
組みます。
●安定した生活につなげるため、保護者の就職や転職相談、情報提供等、就労支援を行います。
●子ども未来サポートセンターを中心として関係機関と連携強化を図り、相談支援体制の充実に取
り組みます。

結婚、家族形成の支援

（主な取組み）

①総合戦略（5）
指　標　名

市が実施する婚活支援事業によるカップル成立数 45件 （５年間）
70件

●独身男女に対する出会いの機会の提供や、支援団体との連携により、結婚を希望する市民をサポー
トします。
●若年世代を対象とした妊娠・出産・育児に関する講座等を開催し、個々の価値観に配慮しながら
正しい知識の普及を図ります。

   

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●子育てと仕事との両立を可能とする制度の定着や充実と、社会全体で子育てを支
援する機運醸成への取組み    

●放課後児童クラブや放課後子ども教室等、安全・安心な子どもの居場所づくりへ
の参画、協力    

事 業 者 等

市民・団体

子ども未来サポートセンター 平成 31 年４月からスタートした、母子健康包括支援センターの機能を担う
「子ども未来サポートセンター・エンゼル（市民健康センター）」と子ども家
庭総合支援拠点の機能を担う「子ども未来サポートセンター・キッズ（子ど
も課）」が一体となった相談・支援体制。

地域学校協働活動 地域の高齢者や保護者、民間企業、団体、学校関係者等の幅広い地域住民等
の参画を得て、地域全体で子供たちの成長を支えるとともに、「学校を核と
した地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・
協働して行う様々な活動。

（R7）（R1）
現状値 目標値

（R7）（H27～R1計）
現状値 目標値
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子育て支援センターの子育てサロン

子ども未来サポートセンターの子育て支援事業

市産木材をふんだんに使用した児童館



■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

生きて働く知識及び技能に加え、学ぶ意欲や、自ら課題を見付け、学び、主
体的に判断・行動し、問題を解決する「確かな学力」が向上し、「生きる力」
が育まれている。

施策の目指す姿

全教科全教科

100%小学校 74.3%
中学校 75.0%

全国学力・学習状況調査の結果について 

①全国平均を上回った教科数   

②「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取
り組んでいたと思う」に関して「当てはまる」「ど
ちらかといえば、当てはまる」と回答した割合  
 

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

学務課 主管課

●「ものづくりのまち滑川」の将来を支える人
材の育成が求められています。
●新たな学習指導要領が全面実施となり、「主
体的・対話的で深い学び」を重視した授業
の実施、小学校における英語の教科化、プ
ログラミング教育の必修化など教育内容が
変化しています。また、個別最適化され創
造性を育む教育に取り組むため、ICT を効
果的に活用する必要があります。
●教育職員の勤務時間外の在校等時間が１か
月45時間を超えないことが国で定められ、
学校の働き方改革に取り組む必要がありま
す。
●すべての子どもが平等に教育を受ける必要
がありますが、経済的な理由等により就学
に困難を抱える児童生徒がいます。

●体験的な活動や問題解決的な学習を重視し
た科学・理数・ものづくり教育を推進します。
●学習指導要領を踏まえた外国語科などの教
科やキャリア教育等を小中一貫で展開する
ことで確かな学力の向上に努めます。また、
児童生徒に１人１台分の端末を整備し、ICT
を活用した魅力的な授業や学習を展開しま
す。
●ICT の活用等による業務改善を推進し、子
どもと向き合う時間を確保するとともに、
今日的な課題に対応した研修を企画・運営
し、指導力の向上を図ります。
●経済的な理由等により困難を抱える児童生
徒のために、様々な支援制度や相談体制を
構築します。

（R7）
目標値

（R1）
現状値指　標　名

2 学校教育の充実 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 未来を創る子どもを

応援するまちづくり  
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施策の個別計画・関連する計画

基本施策の内容

滑川市教育大綱    個 別 計 画

科学・理数・ものづくり教育の推進

（主な取組み）

②総合戦略（1）
指　標　名

科学の時間が好きな児童の割合（小学校）

科学の時間が好きな生徒の割合（中学校）

●全小中学校で特別の教育課程「科学の時間」を実施し、地元企業や団体と連携し、科学・理数・
ものづくり教育を推進します。
●理科専科教員や観察実験アシスタントを配置し、実験・実習・体験的活動を通して児童生徒が、科
学やものづくり、エネルギー教育、STEAM 教育（科学、技術、工学、芸術、教養、数学を統合する
教育手法）に興味関心をもち、科学的な見方や考え方を身に付ける教育課程の充実を図ります。
●地域の自然や歴史、先人の業績などを教材化した副読本を活用し、児童生徒のふるさと滑川への
愛着と誇り、感動や感謝の心の育成を推進し、地域へ貢献する意欲を高めます。

魅力ある授業づくりの推進

（主な取組み）

④総合戦略（2）
指　標　名

英語の学習が好きな児童の割合（小学校）

英語の学習が好きな生徒の割合（中学校）

授業に ICTを活用して指導する能力に関して
「できる」「ややできる」と回答する教員の割合

●外国語教育の充実のために、各校に英語専科教員、ALT、英語活動支援員を配置し、まとまりの
ある英語を理解したり表現したり伝えたりするコミュニケーションを図る資質・能力の育成に努
めます。
●ICT を活用した授業を展開するために、各校にコンピューターコーディネーターによる支援を行
います。
●GIGAスクール構想による１人１台端末の活用による個別学習（個に応じる学習、調査活動、表現・
制作等）、協働学習（発表や話し合い、意見整理、協働制作等）、他校や海外とのオンラインによ
る交流学習を推進します。
●ICTに関する資質・能力の向上を図るために教職員の研修を開催します。
●児童生徒が社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら自分らしい生き方を
実現するための力を育むキャリア教育を推進します。
●各学校において地域の人・もの・自然・文化を活かした教育課程を編成し、特色ある学校づくり
を推進するとともに、より良い社会を形成する資質・能力の育成を図ります。

94.8% 100%

現状値 目標値

79.9% 100%

（R7）（R1）

- 100%

現状値 目標値

- 100%

67.6% 100%

（R7）

（R1）
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学校の働き方改革等による教育の質の向上

（主な取組み）

（3）
指　標　名

教材研究や校務等に ICTを活用する能力に関して
「できる」「ややできる」と回答する教員の割合

●教職員の勤務時間を客観的に把握できるようタイムカードを活用し、教職員の実態に応じて指導
助言や面談を行ったり業務改善の研修会を開催したりします。
●まとまった休暇を取得しやすくするため、お盆等に教職員が学校へ勤務しない学校閉庁日を設け
ます（閉庁時の緊急連絡体制は確保します）。
●教職員全体で勤務時間を意識し、より短い時間で効率を上げる働き方ができるように ICT の一
層の活用など改善方法を調査・研究します。
●部活動ガイドラインに従って、中学校では週２日以上の部活動休養日を設定します（平日１日、
休日１日）。大会等で休養日が設定できない場合は、代替日を設けます。
●学校、家庭、 地域と連携する学校運営協議会を設置し、役割分担や協働を図りながら教育活動に
取り組むなど、 社会全体で子どもを育てる意識を高めます。

就学支援体制の充実

（主な取組み）

（4）
指　標　名

不登校児童生徒数

●不登校児童生徒を出さない学校づくりを進めるとともに、不登校児童生徒への適応指導のため「あ
ゆみ教室」を開設するなど、不登校児童生徒が、主体的に社会的自立や学校復帰に向かうよう支
援します。
●児童の人権にかかわるいじめ、非行、暴力等や社会的に許されない行為を未然に防止するととも
に、よりよく生きるための基礎となる道徳教育の強化や望ましい人間関係の醸成に努めます。
●心の教室相談員、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーを小中学校に配置し、相
談体制の充実を図ります。
●経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に、学用品費や給食費、就学旅行費などを支給し
ます。
●経済的理由により高校・大学等へ就学困難な者に対し、奨学金を給与・貸与します。
●家庭環境や発達面、障がいなど、様々な要因から就学に困難さを抱える児童生徒に対し、幼保小
が連携して早期からの支援に取り組みます。
●特別支援教育体制の充実を図るため、各校にスタディ・メイトを配置します。

   

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●教育委員会や学校との連携による企業見学、出前授業、自然観察等の体験的な学
習の実施    

●地域教材を活用した授業や学校行事の充実のための学校との連携・協働 
   

事 業 者 等

市民・団体

88.1% 100%

現状値 目標値
（R7）（R1）

39人/年 0人 /年

現状値 目標値
（R7）（R1）
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全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられるようにするため、文部
科学省では、学校教育法等に基づき、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の
基準を定めているものです。小学校では令和２年、中学校では令和３年より新学習指導要
領の完全実施となっています。  

学習指導要領 

“プログラミング的思考”（自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動き
の組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらよ
いのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より意図した活動に近づくのかなど
について、論理的に考えること。）を育むことを目的とするもので、令和２年度より小学
校で必修化されています。

プログラミング教育 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを目指
すものです。    

キャリア教育 

科学の時間

オンラインによる交流学習
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

地域や社会全体で家庭教育を支援し、青少年を見守る体制が整備され、青少
年の健全育成が推進されている。      

施策の目指す姿

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

生涯学習課主管課

●家庭や地域の教育力の低下、貧困や青少年
を取り巻く社会環境の変化等が複雑に絡み
合い、非行、不登校、いじめ、ひきこもり、
児童虐待など様々な問題とともに、青少年
の社会的自立の遅れといった課題が生じて
います。
●犯罪の低年齢化やＳＮＳの普及に伴うネッ
トによる犯罪やいじめなど、問題行動が大
人の目に見えにくくなってきています。

●家庭の教育力の向上や青少年が地域との関
係性を深める取組みを進めます。
●青少年が犯罪に巻き込まれないよう、家庭・
青少年への正しい情報提供や、家庭・地域・
学校の連携により、青少年を見守る体制の
整備を図ります。

青少年健全育成への取組みに対する
市民満足度   

指　標　名

施策の個別計画・関連する計画

滑川市教育大綱、滑川市子ども・子育て支援事業計画    関連する計画

3 青少年健全育成の推進 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 未来を創る子どもを

応援するまちづくり

70%65%

（R7）
目標値

（R1）
現状値

学務課関係課
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基本施策の内容

青少年健全育成の推進

（主な取組み）

（2）
指　標　名

青少年の補導件数

地域学校協働活動推進協議会設置数

●少年補導センターや青少年育成滑川市民会議を中核とした挨拶活動や巡回活動等を推進します。
●学校や公民館、各種団体などと連携し、体験活動や奉仕活動、地域との交流活動・奉仕活動への
青少年の参加促進を行います。
●薬物乱用防止教室や社会を明るくする運動を推進します。
●青少年の健全育成を推進する施設を整備します。
●青少年関係機関・児童クラブ等の団体とのネットワークを活かし、情報交換を行います。
●子どもサミットを開催し、人と人とのつながりやまちの将来についての意見交換を通して、社会
の一員としての自覚を促します。
●地域学校協働活動を進めるための体制整備を行います。   

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●通学児童生徒・市民への挨拶活動    

●挨拶等を通じた青少年への積極的な関わり　●地域の行事への積極的な参加
●地域での青少年の見守り   

事 業 者 等

市民・団体

親を学び伝える学習プログラム 富山県教育委員会が作成した子育て中の諸問題を考える手引書。親が孤独にな
らず、子育ての悩みや課題を語り合ったり一緒に考えたりすることで、親も子
どもと一緒に成長し、子育てを楽しんでほしいという想いから作成された。

地域学校協働活動 地域の高齢者や保護者、民間企業、団体、学校関係者等の幅広い地域住民等
の参画を得て、地域全体で子供たちの成長を支えるとともに、「学校を核と
した地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・
協働して行う様々な活動。

家庭教育力の向上

（主な取組み）

（1）
指　標　名

親学び・子育て講座参加者数

●「親を学び伝える学習プログラム」等の講座と、家庭教育力向上のための講演会を開催します。
●正しい情報モラルの周知や SNS トラブルに巻き込まれないよう、各家庭への情報提供や啓発活
動を行います。

1,589人/年 1,600人 /年

現状値 目標値
（R7）（R1）

22件/年 0件 /年

現状値 目標値

０校 ７校

（R7）（R1）

（全校）
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

生涯にわたり自ら学び続け、学んだことを活かして地域で活躍することで人生を
豊かにできるという意識が浸透し、学びを通じた生きがいや喜びが育まれている。

施策の目指す姿

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

生涯学習課  主管課

●生涯学習講座等の参加世代に偏りがあります。
●いつでも、どこでも、誰もが、自ら気軽に
学べるよう、図書館の環境整備や、子ども
図書館における魅力あるイベントの開催等
に取り組んでいますが、市民が学びやすく
活動に参加しやすい環境、興味・関心をもっ
て学ぶことができる機会の提供が求められ
ています。
●自分の特技を活かしながら子どもと関わること
ができ、生きがいとなる場が求められています。
●滑川の魅力を理解し、郷土に誇りをもつこ
とが、未来の滑川市を支えていく上で大切
です。

●年齢・性別・職業に関係なく、生涯自ら学
ぶことで、自分のキャリアを切り開くこと
や、人生を豊かにできることを広く理解し
てもらうよう取組みを進めます。
●市民の各年代のニーズをとらえ、各生涯学
習施設及び地域の人材を有効に活用し、生
涯学習の場や機会を提供していきます。
●生涯学習で得た知識や経験・技術を子ども
たちと関わり合いながら地域社会で活かす
体制づくりに努めます。
●滑川の魅力に触れ、学ぶ機会を提供します。

生涯学習への取組みに対する市民満足度
（生涯学習施設や講座の充実など）

指　標　名

施策の個別計画・関連する計画

滑川市子ども読書活動推進計画    個 別 計 画 

滑川市教育大綱    関連する計画

4 生涯学習の充実 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 学びの楽しさがあふれる

まちづくり  

70%66%

（R7）
目標値

（R1）
現状値
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基本施策の内容

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●地域の生涯学習活動への参加促進
●体験活動（見学等）への協力

●市民同士のネットワークを活かした生涯学習に関わる人材発掘への協力
●友達や家族、知り合いとの生涯学習講座の受講

事 業 者 等

市民・団体

地域学校協働活動 地域の高齢者や保護者、民間企業、団体、学校関係者等の幅広い地域住民等の参画を得て、
地域全体で子供たちの成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、
地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動。

生涯学習活動の推進

（主な取組み）

（1）
指　標　名

生涯学習講座登録者数

１人当たりの図書貸出し数

●市民のニーズをとらえた講師の発掘と生涯学習講座の開設を行います。
●「生涯学び続け、学んだことを地域で活かしていくことが人生を豊かにする。」ということの啓発
と生涯学習情報紙や各種教養講座・教室のチラシ等を利用した生涯学習活動のPRを実施します。
●社会教育団体の育成強化を行います。
●地域住民が気軽に参加できる行事・レクリエーションを行います。
●生涯学習施設や学校等を市民に広く開放し、生涯学習の場を提供します。
●学校との連携等による図書館・子ども図書館の利用促進を図ります。
●地域学校協働活動を進めるための体制整備を行います。

ふるさと教育の推進

（主な取組み）

（2）
指　標　名

ふるさと講座等参加者数

●滑川の自然・文化・歴史に関する体験学習を実施します。
●郷土の偉人の功績を周知する事業を開催します。
●公民館において、ふるさと講座を開催します。
●姉妹都市交流活動を通じて、郷土の魅力を再発見できるようにします。

839人/年 850人/年

現状値 目標値

4.9冊/年 10冊/年

（R7）（R1）

4,473人/年 4,500人/年

現状値 目標値
（R7）（R1）
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

スポーツの普及と振興を通じ、幼児から高齢者まで心身ともに健康で豊かな生活が
営まれている。

施策の目指す姿

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

スポーツ課主管課

●全世代を通して、運動やスポー
ツをする人としない人の二極
化の傾向があり、特に働き盛
りの 20 代～ 40 代では、その
傾向が強くなっています。
●小中学生を対象としたスポー
ツテストの記録において、県
や全国平均と比較したときに、
毎年良好な種目とそうでない
種目がはっきりしています。
●近年スポーツ施設が充実して
きた一方で、利用者が固定化
されています。

●総合型地域スポーツクラブや市体育協会、スポーツ推進委
員協議会、地区組織等と連携を図りながら、学校、地域で
運動やスポーツに気軽に参加できる活動機会を提供しま
す。また、企業への周知も図り、働き盛り世代へもアプロー
チします。
●健康・体力づくり教室の参加やスポーツ施設の利用促進を
図ります。
●幼児期からの運動やスポーツの普及啓発活動に取り組み、
運動やスポーツ好きな子どもの育成に努めます。
●市民がそれぞれの目的や適性に応じ、身近なスポーツ施設
や市内の公園等を利用し、気軽に運動を行うことにより、
ストレスの解消や生活習慣病予防など心身の健康の保持・
増進を図るために、より一層の施設の充実やサービスの向
上、施設を活用した教室の開催等、市民にとってスポーツ
施設を魅力的なものにします。

週に１回以上運動やスポーツをする
成人の割合（スポーツ実施率）

指　標　名

施策の個別計画・関連する計画

滑川市生涯スポーツプラン 個 別 計 画 

滑川市教育大綱、なめりかわヘルスアップ 21推進計画関連する計画

市民健康センター、福祉介護課関係課

5 生涯スポーツの振興 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 学びの楽しさがあふれる

まちづくり  

60%45.9%

（R7）
目標値

（H27）
現状値
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基本施策の内容

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●スポーツ活動への支援　　●スポーツ活動への積極的な参加

●イベント等の運営・協力　　●イベント等への積極的な参加

事 業 者 等

市民・団体

キラリン健康ポイント 健診の受診や、市主催の健康・体力づくり教室への参加など、健康づくりのための活動を
行った方を対象に、活動内容に応じてポイントを付与し、抽選で記念品を贈呈する事業。

スポーツ普及活動の推進

（主な取組み）

②総合戦略（1）
指　標　名

スポーツ教室・イベントへの参加者数

キラリン健康ポイント申込件数

●スポーツ関係団体と連携・協力し、対象年齢を指定したスポーツ教室を実施するほか、ウォーキングサッカー
をはじめ誰もが楽しむことができるニュースポーツの普及と参加機会の充実を図るなど、年代や障がいの有
無に関わらず、気軽にスポーツに親しめる環境づくりに取り組みます。
●市民の健康増進を目的に、ウォーキングを推進し、「なめりかわウォーキングコース」の周知・活用に努めます。
●日常の中でスポーツを通じた健康増進の意識の醸成や運動・スポーツへの興味・関心を喚起し、「健康寿命
の延伸」を図り、スポーツによる地域活性化を目指します。

競技力の向上

（主な取組み）

（2）
指　標　名

全国大会等への出場者数

体力テストで全国・県平均を上回った種目数

●スポーツ団体を支援するとともに、中核となる市体育協会の組織強化を支援します。
●指導者の資質向上を目的とした講習会等を開催します。
●全国大会等の各種競技大会・スポーツ大会への出場選手に対し支援します。
●幼児期から運動遊びやスポーツに親しむ機会を設け、運動やスポーツ好きな子どもの育成を図るとともに、
小学校や中学校へと継続的に取り組むことで体力向上に努めます。
●スポーツ分野において高校や大学、社会人等で活躍を目指す市内の中学生を対象に、すべてのスポーツにつ
ながる質の高い基礎トレーニングを学ぶ機会を設けます。
●市内スポーツ少年団、中学校運動部活動のスポーツ施設利用料の負担を軽減し、各利用者の効果的な活用を
促進します。
●中学校運動部活動へ地域の指導者としてスポーツエキスパートを派遣し、教員と連携した強化を図ります。

スポーツ環境の充実

（主な取組み）

②総合戦略（3）
指　標　名

市内スポーツ施設利用者数

●本市のスポーツ振興の拠点となる総合体育センターやスポーツ・健康の森公園、フットボールセンター富山
を中心に、市所管スポーツ施設の一層の環境の向上を図り、利用者の増加とスポーツ合宿の推進に取り組み
ます。
●施設に関する情報を積極的に提供します。

3,679人/年 4,500人/年

現状値 目標値

764件/年 1,000人/年

（R7）（R1）

157人/年 200人/年

現状値 目標値

13種目 34種目（全種目）

（R7）（R1）

331,398人/年 350,000 人 /年

現状値 目標値
（R7）（R1）
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■ SDGｓ関連分野

市民が文化や芸術に触れる機会が充実し、生活の潤いや心の豊かさを実感でき
ている。      

施策の目指す姿

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

生涯学習課 主管課

文化財や地域の伝統継承への取組みに対する
市民満足度（博物館の充実や活動支援など） 

指　標　名

施策の個別計画・関連する計画

滑川市教育大綱    関連する計画

企画政策課、観光課関係課

現状・課題 方　向　性

●博物館をはじめとする施設において、地域
の歴史・文化芸術などに気軽に親しめる多
様なイベントを開催していますが、さらな
る機会の充実が必要です。
●史跡や文化財について、地域住民でも知ら
ない人が多いため、周知する必要がありま
す。
●地域の伝統行事については、担い手不足が
課題となっています。

●地域の芸術文化団体とともに成果発表や文
化芸術に気軽に触れる機会を提供します。
●市内に所在する各種文化財について調査研
究を行い、次世代へ保存継承し市民に周知
していくための施策を展開します。
●地域の伝統行事の後継者の育成について保
存団体の活動を支援し、運営サポートを行
います。

6 文化芸術の振興

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 学びの楽しさがあふれる

まちづくり  

70%66.8%

（R7）
目標値

（R1）
現状値
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基本施策の内容

文化芸術に触れる機会の充実

（主な取組み）

（1）
指　標　名

市立博物館の小学校への出前講座、音楽教室・音楽鑑賞
事業の参加者数

●優れた演奏、演劇、舞踊等を招致したり、市内文化芸術団体へ支援したりします。
●郷土への関心を深める展覧会を開催するなど、博物館を拠点とした文化芸術活動を推進します。
●学校教育と図書館、子ども図書館、博物館、市文化・スポーツ振興財団等との連携を図り、子ど
もたちが文化芸術や文化財に触れる機会を増やします。
●文化芸術活動を行う環境の整備を図ります。
●昔の遊びに触れる機会を設けます。

文化財と伝統芸能の保護と活用

（主な取組み）

②総合戦略（2）
指　標　名

市内所在文化財（国指定・県指定・市指定・国登録）

●文化財の保存・調査・研究を行い、指定・登録等を進めます。
●史跡環境整備を行い、看板を設置するなど、周知を図ります。
●ネブタ流しや新川古代神踊り、松坂踊り等、地域の伝統芸能・伝統文化等の保存継承に必要な団
体支援や後継者育成支援を行います。
●ネブタ流し等、伝統行事への市民の参加を促進します。

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●伝統行事への参加・協力    

●伝統行事への参加
●伝統芸能等の保存会の発展、後継者の育成への協力

事 業 者 等

市民・団体

1,599人/年 1,700人/年

現状値 目標値
（R7）（R1）

53件 55件

現状値 目標値
（R7）（R1）

博物館の展覧会
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

生活に困窮している人が各種支援等を受けることで、自立した生活を送るこ
とができる。      

施策の目指す姿

生活保護世帯数   

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

福祉介護課 主管課

●社会情勢の急激な変化により、職を失い生
活に困窮している方が増えており、早期に
自立に向けた支援を行うことが求められて
います。
●生活困窮の素因となる課題が、複雑化・深
刻化してきており、自立に向けた生活全般
にわたる総合的・複合的な支援が必要とさ
れています。
●「8050 問題」が増えており、親の介護や病
気が重なり、周囲に相談できず、社会的な
孤立に追い込まれるケースへの対応が必要
とされています。
●本市の生活保護の状況は、平成 25 年以降、
減少傾向にあるものの、家族や地域とのつ
ながりの希薄化などにより保護に至るケー
スが増加しています。

●福祉介護課に就労支援員を設置し、ハロー
ワークなどの関係機関とも連携し、就労支
援の強化に努めます。
●福祉部局に限らず、住宅部局や教育部局な
どとの連携を図るとともに、社会福祉協議
会、病院、ハローワークなどの関係機関と
も連携し、重層的な課題への対応強化を図
ります。
●ひきこもり支援として、関係機関との連携
強化や当事者が安心できる居場所づくりの
確保などに努めます。
●地域住民、関係機関・団体、行政が地域に
おける課題を共有化し、地域におけるセー
フティーネットの構築を目指します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

指　標　名

7 生活困窮者の支援 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 住み慣れた地域で生き生きと

暮らせるまちづくり  

60世帯62世帯

（R7）
目標値

（R1）
現状値
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施策の個別計画・関連する計画

基本施策の内容

滑川市地域福祉計画    個 別 計 画

生活困窮者の自立支援

（主な取組み）

（1）
指　標　名

生活困窮者自立支援事業等による就労件数

●社会福祉協議会等の関係機関や他の部局との連携により、自立相談支援事業の実施や、生活福祉
資金の貸付などの支援を行い、生活保護に至る前の段階で自立の促進を図ります。
●地域住民や民生委員、福祉見回り隊等との連携による早期の問題把握に努めます。

生活保護制度の適正な実施

（主な取組み）

（2）
指　標　名

医療扶助費

●就労支援員と関係機関が連携し、早期に被保護者の就労支援に努めます。
●被保護者の健康診断の受診を勧奨するなど健康管理支援による疾病の重篤化を予防します。
●福祉介護課において、ワンストップで包括的な相談・支援が可能な体制を提供します。

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●行政・ハローワーク・企業の連携による安定した雇用環境の創出

●支援が必要な方に関する情報の市や民生委員など関係機関に対する提供

事 業 者 等

市民・団体

セーフティーネット  地域において様々な困難や課題を抱える「要援護者」を早期に発見し、必要なサービス
につないでいくための情報提供や相談機能の整備と、それらの連携システムのことをい
います。    

２人/年 5人/年

現状値 目標値
（R7）（R1）

5,784万円 4,900万円

現状値 目標値
（R7）（R1）
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

地域包括ケアシステムが構築され、高齢になっても住み慣れた地域で安心して生活できる。 
     

施策の目指す姿

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

福祉介護課 主管課

要介護（要支援）認定率   

指　標　名

施策の個別計画・関連する計画

なめりかわヘルスアップ 21推進計画    関連する計画

滑川市地域福祉計画、滑川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画個 別 計 画

市民課、市民健康センター    関係課

現状・課題 方　向　性

●高齢化が進んでいますが、シルバー人材センター、
老人クラブの会員数が減少傾向にあります。
●核家族化の進展に伴い、一人暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯が増加しており、高齢者が地域で元
気に生活するため、それぞれの生活環境に応じた
きめ細やかなサービスの提供・継続が求められて
います。
●栄養バランスのとれた食事を十分に摂取できず、
要介護のリスクが高い高齢者のみ世帯が増加して
います。
●高齢化に伴い医療費が増加しています。
●後期高齢者の増加から認知症・寝たきり高齢者の
増加が見込まれます。
●住み慣れた自宅・地域で医療・介護を受けること
を希望される方が多い中、在宅での生活不安など
から、多数の施設入所申込があり、多様なニーズ
に対応したサービスが身近な地域で利用できる体
制の整備が求められています。

●高齢者の生きがいづくりと働きの場の
創出に努めます。
●介護予防や生活支援の体制を身近な町
内単位で整えることに努めます。
●フレイル予防・介護予防に重点を置い
た生活習慣の改善について普及啓発し
ます。
●健康診査や歯科検診を推進し、疾病の
早期発見に努めます。
●保健事業と介護予防事業を一体的に実
施し、健康寿命の延伸に努めます。
●在宅生活の不自由な部分を補い、高齢
者の在宅生活を支援します。
●医療と介護の連携を図り、在宅で安心
して過ごせる環境を整えます。
●介護保険制度の施設や一般老人福祉施
設に係る施設等整備費補助事業を継続
します。

8 長寿社会への対応 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 住み慣れた地域で生き生きと

暮らせるまちづくり  

18%17.3%

（R7）
目標値

（R1）
現状値
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基本施策の内容

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●地域の活動への支援の継続    

●地域の活動への積極的な参加    

事 業 者 等

市民・団体

フレイル 健康な状態から要介護状態へ移行する中間の段階と言われており、加齢に伴い筋力が衰え、疲れ
やすくなり家に閉じこもりがちになるなど、年齢を重ねることで生じやすい衰え全般を指してい
ます。身体的問題だけなく、認知機能障害やうつなどの精神・心理的問題、独居や経済的困窮な
どの社会的問題も含まれる多面的な概念。

キラピカ体操 「いつまでも自分の足で歩く」ことを目標に、歩くときに使う筋肉を動かす市オリジナルの体操。 
   

生きがい対策の充実

（主な取組み）

③総合戦略（1）
指　標　名

通いの場活動助成（団体数）

●シルバー人材センターや老人クラブ、住民主体の通いの場（サロン等）の活動を支援します。

地域包括ケア（高齢者福祉）の充実

（主な取組み）

②総合戦略（2）
指　標　名

キラピカ体操に継続的に取り組む団体数

●在宅生活の不自由な部分を援助します。
●後期高齢者の健診、保健指導 (フレイル予防）、早期治療の促進に努めます。
●各種介護予防教室の実施に努めます。
●キラピカ体操を町内等の身近なところで継続的に実施できるよう支援していきます。
●地区ごとに設置した協議体で、必要な支え合いについて検討していきます。
●医療と介護の事業者間の連携を図るため、ＩＣＴツールを用いた体制の促進に努めます。
●軽度認知症の方の通いの場づくりや介護者の相談できる場、休日相談窓口として認知症カフェを
開催します。
●シルバー料理教室を通じて、栄養や口腔機能の維持改善が図られるよう努めます。

介護サービスの維持・充実

（主な取組み）

（3）
指　標　名

市内居宅事業所に所属する主任介護支援専門員
（主任ケアマネージャー）の人数

●在宅生活の不自由な部分を援助します。
●ケアネット体制の拡充を図り、安心して地域で生活できる地域見守り支援体制を確立します。
●介護保険制度の施設や一般老人福祉施設に係る施設等整備費補助事業を継続します。
●介護保険事業所での周辺業務の担い手をはじめ、介護予防・日常生活支援総合事業等における生
活支援を中心としたサービスの担い手など、介護人材を養成する事業を実施します。

29団体 30団体

現状値 目標値
（R7）（R2）

７人 10人

現状値 目標値
（R7）（R2）

15団体 30団体

現状値 目標値
（R7）（R1）

47

ひ
と
が
元
気

８　
長
寿
社
会
へ
の
対
応



■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

障がい者が就労や日中活動を通し、自立し、自分らしく生き生きとした生活
を送ることができる。      

施策の目指す姿

福祉施設入所者の地域生活移行者数

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

福祉介護課 主管課

●障がい者が、社会の一員として安心して生
活するには、すべての市民が、障がいの特
性を理解した上で、どのような支援が必要
かの理解を深めることが求められています。
●障がい者にとっての「就労」とは、収入を
得るための手段としてだけでなく、社会活
動の主体としての役割を果たすことでもあ
り、非常に重要な課題となっています。
●家族の高齢化による家庭における支援の低
下や家族の喪失後も引き続き住み慣れた地
域での生活が続けられるよう、地域全体で
の支援体制の構築が必要とされています。
●近年、発達障害や医療的ケアが必要な子ど
もが増加傾向にある中で、乳幼児からの切
れ目のない支援を提供する体制の構築が必
要とされています。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

●全ての人が互いに人格と個性を尊重し合い
暮らしていける社会にするため、障がいへ
の理解と地域住民との交流の促進に取り組
みます。
●一般就労が難しい人のために、障害福祉サー
ビスによる支援を通じて、能力に応じた就
労の場や一般就労に向けた訓練の場を提供
します。
●施設などからの地域移行や障がい者の「親
亡き後」を見据えて、居宅支援のための機
能（相談、緊急時の受入れなど）を担う、
地域生活支援拠点体制の整備を進めます。
●障がい児の通所を支援する事業所や医療的
ケアが必要な子どもに対するサービス提供
体制の確保について協議を進め、近隣の市
町村と連携を図りながら、体制の構築を推
進します。

指　標　名

施策の個別計画・関連する計画

滑川市障害者福祉計画、滑川市障害福祉計画、滑川市障害児福祉計画個 別 計 画

9 障がい福祉の充実 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 住み慣れた地域で生き生きと

暮らせるまちづくり  

３人０人

（R7）
目標値

（R1）
現状値

（５年間）
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基本施策の内容

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●各種助成制度の活用による障がい者雇用の受け皿の拡大    

●障がい者支援のための理解と交流の促進    

事 業 者 等

市民・団体

地域移行 障がい者支援施設や精神科病院に入院している障がい者が、自ら選んだ住まいで安心して、
自分らしい暮らしを地域において実現することをいいます。障がい者本人の意思や希望、選
択が尊重される支援の仕組みや選択肢の整備が求められています。

医療的ケア（児） 経管栄養、たんの吸引、酸素吸入など、医師の指導の下に在宅において家族などが日常的に行っ
ている医療的な援助行為（が必要な子ども）。学校や福祉施設においても、研修を受けた教員
や介護者が一定の条件の下で一部の医療的ケアを行うことが認められています。

障害福祉サービス提供体制の確保

（主な取組み）

③総合戦略（1）
指　標　名

障がい者就労施設から一般就労への移行者数

地域生活支援拠点の数（体制整備）

●障害者週間における啓発活動や滑川市手話言語条例に基づく手話の推進、障がい者・家族レクリ
エーション大会の開催などを通じて、市民が障がいを理解する機会の充実や地域住民との交流の
促進に取り組みます。
●障がい者への虐待防止の強化や日常生活の支援を通じて、障がい者の意思決定や身上監護の支援
に努めます。
●福祉施設の利用者のうち、就労移行支援事業など（生活介護、自立支援、就労移行支援、就労継
続支援を行う事業をいう。）を通じた一般就労への移行や就労後の定着支援などを行います。
●滑川・中新川地域において、機能分担による支援拠点体制の整備に取り組みます。

障がい児支援体制の整備

（主な取組み）

（2）
指　標　名

医療的ケア児を支援する施設の整備

●医療的ケア児に対する関係分野の支援を調整するコーディネーターを配置します。
●発達障害や医療的ケア児支援のための保健、医療、障がい福祉、保育、教育などの関係機関が連
携を図るための協議の場を設置します。
●障がいがある子の保護者の相談体制を充実させ、心のケアを図ります。
●医療的ケア児の受入れができる施設の整備と専門人材の確保に取り組みます。

７人/年 10人/年

現状値 目標値

０カ所 1カ所

（R7）（R1）

０カ所 1カ所

現状値 目標値
（R7）（R1）
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

地域の相互扶助の中で、誰もが安心して生活できる。 

施策の目指す姿

地域の福祉活動に参加したことのある市民の割合

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

福祉介護課 主管課

10 人や国の不平等をなくそう   
11 住み続けられるまちづくりを   
17 パートナーシップで目標を達成しよう   

●社会状況の変化により地域における連帯意
識や支え合いの意識が希薄化する一方、生
活困窮や介護、障がいなど生活上の支援を
必要とする人の多様化・複合化するニーズ
への対応が必要となっており、従来の縦割
りの制度では対応が困難となっています。

●誰もが安心して暮らせる地域社会を実現す
るため、地域住民をはじめ様々な福祉の担
い手が連携し、地域福祉推進のネットワー
クを構築し課題の解決を図る、地域共生社
会の実現を目指します。

指　標　名

施策の個別計画・関連する計画

滑川市地域福祉計画、滑川市障害者福祉計画、
滑川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画    

個 別 計 画

市民健康センター、子ども課    関係課

10 地域福祉の推進 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 住み慣れた地域で生き生きと

暮らせるまちづくり  

20%-

（R7）
目標値現状値

（５年間）
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基本施策の内容

協働の視点（市民・事業者等の役割）

●地域の福祉活動への支援の継続    

●地域の福祉活動への積極的な参加    

事 業 者 等

市民・団体

地域の福祉活動 地域における見守り活動や、サロン（地域住民が気軽に集える場）の運営支援、
ごみ出しの支援など、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、支え合
い・助け合いの意識で行われる活動。

生活支援コーディネーター 高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことを目的とし、地域
において、生活支援および介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコー
ディネート機能を果たす者。

協議体 互助を中心とした地域づくりを住民主体で進めるために、助け合い活動をとも
に創出し、充実させていく組織。

互いに支え合う地域づくり

（主な取組み）

②総合戦略（1）
指　標　名

避難行動要支援者見守り台帳の登録者で避難支援者が
設定されている人の割合

●地域福祉を中心的に担う市社会福祉協議会や各地区社会福祉協議会を支援します。
●生活支援や介護予防を推進するため地区ごとに設置した協議体の活動を活性化します。
●各地区協議体で生活支援コーディネーターが活動できるようにします。
●ケアネット事業・福祉見回り隊事業の推進、避難行動要支援者対策を行います。

64% 80%

現状値 目標値
（R7）（R2）

協議体の様子（地域住民による情報交換）
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

子どもから高齢者まですべての人が、健康で安心した生活を送ることができる。 
     

施策の目指す姿

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題

市民課・市民健康センター  主管課

●高齢化の進行や食生活の変化等に伴い、がん、心臓病、脳血管疾患、糖尿病などの生活習慣病が増加
しています。
●国民健康保険と後期高齢者の保健事業が継続されておらず、また、フレイル予防に着目した取組みと
の連携が必要になっています。
●関係機関等と連携し、各ライフステージに応じた食育活動を推進しています。
●新型インフルエンザ等の発生や感染が拡大した場合に、市民の生命・健康、市民生活や経済全体に大
きな影響が生じることから、社会的影響が最小となるように感染状況や市民行動の正確で迅速な情報
発信等、総合的な感染拡大防止・危機管理対策が必要です。

●社会情勢の変化によるストレス等により、心の病気になる人が増加していることから、心の健康づく
りが重要になっています。
●１人世帯の増加や高齢化の進行により、緊急の場合でも安心して医療を受けられる環境が求められて
います。
●疾病が多様化しており、医療技術の高度化など安心して受診できる医療提供体制へのニーズが高まっ
ています。
●高齢者人口が増加する中、高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくための身近な医療サービスの利用
が不可欠です。
●令和２年４月現在、市内の産婦人科医師は１名（嘱託）であり、安心して子どもを産める環境の整備
が必要とされています。

総務課、福祉介護課、商工水産課、農林課、学務課、生涯学習課、子ども課関係課

（５年平均）

健康寿命と平均寿命との差

指　標　名

11 保健・食育・感染症対策の
推進、地域医療の確保 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 住み慣れた地域で生き生きと

暮らせるまちづくり  

男性 1.33歳
女性 3.56歳

男性 1.33歳

女性 3.56歳

（R7）
目標値

（H25～ 29平均）
現状値
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方　向　性

●生活習慣病の発症予防や重症化予防に重点的に取り組むため、関係機関と連携し体制整備を強化します。
●高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を推進します。
●食育事業の推進により、地域や各家庭における食育実践の定着を図ります。
●新型インフルエンザ等の感染症について、発生やまん延を早期に防止し市民生活を維持するため、感
染症に関する国・県の危機管理情報等の正確な収集・提供や防疫体制（予防接種等）の充実に努めます。

●自殺対策におけるゲートキーパーの役割を広く周知し、人材養成を図ります。
●厚生連滑川病院の運営支援や休日の診療を行う在宅当番医の実施により、休日、夜間等の医療体制の
確保を図ります。

●厚生連滑川病院への高度先進医療機器導入の支援に努めます。
●地域に密着した、いつでも相談のできるかかりつけ医、かかりつけ薬局の定着促進を図ります。
●産婦人科医師の維持、拡充のため、産科医療機関の運営支援を行うほか、国・県へ産婦人科医師確保
について強く要望していきます。

   

施策の個別計画・関連する計画

基本施策の内容

なめりかわヘルスアップ 21推進計画、滑川市生涯いきいき食育推進計画、
滑川市新型インフルエンザ等対策行動計画

滑川市子ども・子育て支援事業計画、滑川市国民健康保険データヘルス計画、
滑川市自殺対策計画関連する計画

個 別 計 画

生活習慣病対策の強化

（主な取組み）

②総合戦略（1）
指　標　名

血糖コントロール不良者（HbA1c8.0 以上）の割合

GO！5･0！クーポン券対象者(50～60歳）の受診率

●健診受診率の向上を図り、生活習慣病の早期発見・治療につなげます。
●高血圧・糖尿病予防を重点に、個別保健指導などの充実に努めます。
●医師会との連携を強化し、重症化予防に取り組みます。
●糖尿病等要指導者への訪問指導などの充実に努めます。
●がん検診の受診率向上や受診後のフォローを強化し、がんの早期発見・早期治療に努めます。
●地域職域の連携を強化し、壮年期からの意識啓発・健康づくり活動の実践を図ります。

1.0% 1.0%
現状値 目標値

（R7）

（H30）

14.4% 18%
（R1）

保健事業と介護予防の一体化

（主な取組み）

②・④総合戦略（2）
指　標　名

健康状態が不明な後期高齢者の割合

●高齢者の保健事業と介護予防（フレイル対策）の一体的な実施に向けて体制を整備していきます。
●国保データベースシステムの情報を活用し、地域の健康課題の把握や高齢者に対する支援を充実
していきます。
●フレイルの誘因の一つとされる低栄養の防止に向けた取組みを強化します。
●疾病予防や健康づくりの推進による地域の活性化を図ります。

3.0% 2.7%

現状値 目標値
（R7）（R1）
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食育の推進

（主な取組み）

②総合戦略（3）
指　標　名

食育実践推進事業の参加者数

学校給食における地場産野菜の使用率

●各ライフステージに応じた健康の維持・増進につながる食育の推進を図ります。
●食育推進ボランティアによる、日常生活に取り入れやすい、地域に根ざした食育の普及・啓発に
取り組みます。
●地域や各家庭における食育活動を実践・定着できるように事業を推進します。
●「早寝早起き朝ごはん」運動など望ましい食習慣の形成を推進します。
●栄養教諭の専門性を活用し、学校給食の充実を推進します。
●市内の野菜生産者、野菜コーディネーター、農業団体等と連携し、地場産野菜を学校給食に活用
します。
●園児や小中学生を対象とした農作業や調理体験講座を実施し、自然の恵みや農業の大切さを伝え
ることや食文化の継承を図るなど、食育を推進します。

感染症拡大防止対策の実施・強化

（主な取組み）

（4）
指　標　名

インフルエンザ予防接種（65歳以上）接種率

●感染症に関する国・県の危機管理情報等を適時正確に収集し、タイムリーな提供に努めます。
●市ホームページや広報等あらゆる機会を活用し、基本的な感染症対策の普及・啓発の徹底を図ります。
●各相談窓口を周知し、市民からの相談・問合せに的確に対応します。
●医師会等と連携した予防接種体制の構築を図り、円滑な実施に取り組みます。

心の健康対策

（主な取組み）

（5）
指　標　名

ゲートキーパー被養成者数

●自治会、民生委員、医療介護関係者などを対象とした、ゲートキーパーの役割等を学ぶ研修会を
開催します。
●民間団体との連携強化、活動支援を図ります。

地域医療体制の充実

（主な取組み）

①総合戦略（6）
指　標　名

休日当番医の実施日数

●市医師会の協力のもと、休日に診療を行う在宅当番医を実施します。
●休日、夜間等の救急医療体制の維持と質の高い医療の継続した提供のため、厚生連滑川病院の運
営を支援します。
●厚生連滑川病院への高度先進医療機器導入の支援に努めます。
●かかりつけ医、かかりつけ薬局の定着促進を図ります。
●産科医療機関の運営を支援します。
●産婦人科医師の確保について国・県へ強く要望していきます。

3,324人/年 4,000人/年

現状値 目標値

62.9% 65%

（R7）（R1）

61.8% 65%

現状値 目標値
（R7）（R1）

315人 400人

現状値 目標値
（R7）（R1）

75日 75日

現状値 目標値
（R7）（R1）
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協働の視点（市民・事業者等の役割）

●従業員の健康管理、健康意識の向上
●若年期からの健康増進意識の醸成への協力  

●地域全体で健康レベルを引き上げる取組みの話し合い・実践できる場の創出
●地域ぐるみの健康づくり活動への積極的な参加

事 業 者 等

市民・団体

フレイル 健康な状態から要介護状態へ移行する中間の段階と言われており、加齢に伴い筋力が衰え、疲れやすく
なり家に閉じこもりがちになるなど、年齢を重ねることで生じやすい衰え全般を指しています。身体的
問題だけなく、認知機能障害やうつなどの精神・心理的問題、独居や経済的困窮などの社会的問題も含
まれる多面的な概念。

健康状態が不明な後期高齢者 当該年度に健診・医療・介護の実績（データ）がない後期高齢者

国保データベースシステム 国民健康保険団体連合会が保有する健診・医療・介護の各種データを分析し、
地域の健康課題を把握することで、効果的な事業計画の作成を支援するための
システム。
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■ SDGｓ関連分野 
 
 
 
 

性別、年齢、障がいの有無、国籍に関わらず、一人一人の人権が尊重され、
互いの個性を認め合いながら、支え合う社会環境が整っている。

施策の目指す姿

人権・多様性が尊重され、互いに支え合う
地域社会が構築されていると思う市民の割合

施策の達成目標

施策の基本方針（現状・課題と方向性）

現状・課題 方　向　性

生涯学習課 企画政策課、市民課関係課主管課

●スマートフォンなどの普及により、インターネッ
ト上で、他人を誹謗中傷したり、個人の名誉や
プライバシーを侵害したり、あるいは、偏見・
差別を助長するような情報を発信したりする
といった悪質な事案が増加しています。
●男性の家事、育児、介護等への参画が不十分
なため、女性の負担が大きくなり、家庭生活
と仕事を両立させることができず、女性が社
会において活躍できない一因となっています。

●配偶者・パートナーからの暴力（ＤＶ）により、
心や身体に深い傷を受けたりする場合があり
ます。
●市内の事業所で勤務する在留外国人が増加し
ている反面、在留外国人が日常生活で抱える
困りごとの把握が難しい状況です。
●国際化社会の進展に伴い、他国の文化や価値
観を理解し、協調して持続可能な地域づくり
を進める必要があります。

●一人一人が人権を尊重することの重要性を正し
く認識し、これを前提として他人の人権にも
十分配慮した行動をとることができるよう、
各種の人権啓発活動に取り組んでいく必要が
あります。
●女性が社会で活躍できるよう、男性の家事や
育児等に対する意識改革、ワーク・ライフ・
バランスを実現するための保育サービスの提
供に努めます。

●配偶者・パートナーからの暴力（ＤＶ）の根絶
に向けて、広報啓発、潜在的被害者の早期発
見、通報等に関する体制の整備、若年層への
教育などを行います。

●在留外国人のニーズを把握し、在留外国人が
地域の一員として生活するために必要な取組
みを、事業所や自治会等と連携して進めます。

●地域住民・在留外国人が相互の文化に触れる
機会を積極的に提供し、地域において互いに
理解し支え合う多文化共生のまちづくりを推
進します。

指　標　名

12 人権・多様性を尊重する社会の推進 

ひとが元気  

基本施策

政　策
まちの将来像 住み慣れた地域で生き生きと

暮らせるまちづくり  

70%-

（R7）
目標値現状値
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施策の個別計画・関連する計画

基本施策の内容

滑川市男女共同参画計画    

滑川市子ども・子育て支援事業計画、
滑川市障害者福祉計画、滑川市自殺対策計画

関連する計画

個 別 計 画

人権意識の高揚

（主な取組み）

（1）
指　標　名

人権教室などの開催により、
人権に関する関心が深まった人の割合

●すべての人々の人権が真に尊重される社会の実現を目指し、講演会等の開催や学校、地域、家庭
その他様々な場を通して、人権教育の普及・啓発に取り組みます。
●人権相談窓口や人権相談機関の周知に努めます。
●ＬＧＢＴなどの性的少数者に対する理解を広めるため、啓発活動や人権教育を推進します。
●市ホームページ等において、各種ハラスメントに関する情報を提供し、理解促進・普及啓発を行
います。

男女共同参画社会の実現

（主な取組み）

①総合戦略（2）
指　標　名

男女平等になっていると感じる人の割合

●男女共同参画推進員を中心に、男女共同参画社会の形成に向けて啓発活動を実施します。
●男女共同参画講演会を開催し、育児・介護休業法やワーク・ライフ・バランスについて周知・啓
発を図り、仕事と家庭生活が両立できるように、市民の意識を高めます。
●小さい子を持つ親が安心して仕事に取り組めるように、延長保育、休日保育、病児・病後児保育
等の特別保育や学童保育を推進します。
●関係機関と連携を図り、ＤＶ被害者の早期発見・通報等に関する体制の整備を図ります。

多文化共生のまちづくり

（主な取組み）

（3）
指　標　名

在留外国人が参加する地域行事等の数

異文化に触れる機会を設ける保育所・
認定子ども園等の数

●在留外国人の生活での困りごとや行政ニーズを把握し、必要な支援策に繋げます。
●異文化に触れる機会や相互に交流する機会を提供することで、異なる文化・価値観に対する理解
を促進し、地域において協調して豊かに暮らせる多文化共生の意識を醸成します。

92.3% 95%

現状値 目標値
（R7）（R1）

１件/年 ５件/年

現状値 目標値

13園/年 15園（全園）
/年

（R7）（R1）

家庭生活 33.5%
地域活動 28.5%

38%
35%

現状値 目標値
（R7）（H29）
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協働の視点（市民・事業者等の役割）

●ワーク・ライフ・バランスと職場における男女平等の推進
●外国人従業員と地域との橋渡し（地域行事への参加促進や生活支援）

●家族内での家事や育児の分担についての話し合い
●地域の祭りや行事への外国人の参加の呼びかけ

事 業 者 等

市民・団体

男女共同参画社会 男女が互いの人権を尊重し、「男性」「女性」というイメージにあてはめること
なく、一人一人が持つ個性や能力を十分に発揮できる社会のこと。

DV（ディーブイ） Domestic Violence（ドメスティック・バイオレンス）の略称。配偶者やパート
ナー、生活の本拠を共にする交際相手などからの暴力のこと。

LGBT（エルジービーティ） Lesbian（女性同性愛者）、Gay（男性同性愛者）、Bisexual（両性愛者）、
Transgender（心と体の性が一致しない人）の頭文字をとった単語で、セクシュ
アルマイノリティ（性的少数者）を表す言葉のひとつ。

ハラスメント 嫌がらせ、いじめ。

ワーク・ライフ・バランス 仕事と生活の調和。

一人一人がやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすととも
に、家庭や地域生活などにおいても、人生の各段階に応じて多様な生き方が選
択・実現できる社会。

人権擁護委員による啓発活動
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